
香川高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 地域防災学
科目基礎情報
科目番号 210404 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 建設環境工学科（2018年度以前入学者） 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 土の力学，構力Ⅱ，水理(４年) → 防災工学基礎(4 年) → 地域防災学(5 年)
担当教員 向谷 光彦
到達目標
1.地域防災における自助の基礎知識が説明できる。
2.地域防災における共助の基礎知識が説明できる。
3.地域防災における公助の基礎知識が説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
地域防災における自助の基礎知識
が説明できる。

地域防災における自助の幅広い知
識が説明できる。

地域防災における自助の基礎知識
が説明できる。

地域防災における自助の基礎知識
が説明できない。

地域防災における共助の基礎知識
が説明できる。

地域防災における共助の幅広い知
識が説明できる。

地域防災における共助の基礎知識
が説明できる。

地域防災における共助の基礎知識
が説明できない。

地域防災における公助の基礎知識
が説明できる。

地域防災における公助の幅広い知
識が説明できる。

地域防災における公助の基礎知識
が説明できる。

地域防災における公助の基礎知識
が説明できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 B-2
教育方法等

概要
・自助，共助，公助の観点から，大規模災害発生前において復旧・復興の準備をどの程度行う必要があるのか，明確に
する。
・高等教育機関として復興の中核的人材育成への基礎知識，基本理念を修得する。
・地域に根ざした身近な話題を導入部として，学生が主体的に活動することを目標とする。

授業の進め方・方法 　授業内容は必要最小限の項目にとどめる。授業内容の理解を助けたり深めたりするために必要に応じて演習や平常テ
ストを実施し，その理解度・習得度を確認しながら授業を進め，全員が授業内容を理解できるよう配慮する。

注意点 ・中間試験は，学生が遠隔でも対応できるレポート提出に変えることがある。
授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 地域防災学に関するイントロダクション
ガイダンス 地域防災における自助の基礎知識が説明できる。

2週 コミュニケーショントレーニング 地域防災における自助の基礎知識が説明できる。
3週 リーダーシップ　 地域防災における自助の基礎知識が説明できる。
4週 ため池防災 地域防災における自助の基礎知識が説明できる。
5週 1.17から3.11地震の実際 地域防災における自助の基礎知識が説明できる。
6週 建築紛争と法地盤工学 地域防災における自助の基礎知識が説明できる。
7週 グループワーク 地域防災における自助の基礎知識が説明できる。
8週 避難所とボランティア活動 地域防災における自助の基礎知識が説明できる。

2ndQ

9週 中間レポート 地域防災における自助の基礎知識が説明できる。
10週 組織マネジメント，防災士 地域防災における共助の基礎知識が説明できる。
11週 PCa二次製品を用いた防災設備 地域防災における共助の基礎知識が説明できる。
12週 ICTと危機管理 地域防災における公助の基礎知識が説明できる。
13週 防災教育 地域防災における公助の基礎知識が説明できる。

14週 地域コミュニティ再生
メディア情報 地域防災における公助の基礎知識が説明できる。

15週 定期試験 地域防災における共助の基礎知識が説明できる。
地域防災における公助の基礎知識が説明できる。

16週 試験返却 地域防災における共助の基礎知識が説明できる。
地域防災における公助の基礎知識が説明できる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 自然科学
ライフサイ
エンス/ア
ースサイエ
ンス

ライフサイ
エンス/ア
ースサイエ
ンス

太陽系を構成する惑星の中に地球があり、月は地球の衛星である
ことを説明できる。 1

専門的能力 分野別の専
門工学 建設系分野

測量

測定結果から、面積や体積の計算ができる。 4
地形測量の方法を説明できる。 4
等高線の性質とその利用について、説明できる。 4
単心曲線、緩和曲線、縦断曲線が説明できる。 4
写真測量の原理や方法について、説明できる。 4

地盤
圧密沈下の計算を説明できる。 4 前4
有効応力の原理を説明できる。 4 前11



斜面の安定計算手法を説明でき、安全率等の算定に適用できる。 4 前4
飽和砂の液状化メカニズムを説明できる。 4 前5
地盤改良工法や液状化対策工法について、説明できる。 4 前6
地盤調査の分類と内容について、説明できる。 4 前6

計画
緑化と環境整備(緑の基本計画)について、説明できる。 4 前1
都市の防災構造化を説明できる。 4 前4

評価割合
試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 90 10 0 0 0 0 100
自助の基礎知識 31 4 0 0 0 0 35
共助の基礎知識 32 3 0 0 0 0 35
公助の基礎知識 27 3 0 0 0 0 30


